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ることが電気抵抗の ピー クの原因であると考 えるn局在 ス ピン問のa_uderman-
Kittel蜜 の相互作用を分 子場近 似で顧扱い-,高温で･Jjス ピンの対寿闘嘉を求
め ,こCu対相関の発散す る漁家としてキユ7)- (ネーJL/)点 を定義 してや る
と以上の考えが実現 され る〔
分 子場近 似で求 めたキユ _リ-温寛は不純物 の濃 蜜に比例するが ,実際はそ
うでな く ,その濃密依存性 は佐渡寝で急で ,高濃 密になるとゆ るやか になる〔
われわれの求 めた対相関函数 は ,現 状では ,この三春実を反映 していないが ,
この事実を現象論的に考慮 してやると濃 匿の増 加と共に抵抗の異 常のゆるや
かになって行 くこともこ理解 されるOわれわれ.j結果 に よれば ,キュ リー温 変
の濃蜜依存性 の急 なと ころで抵抗の異清は著 しいUjであるO勿論 ,不純物の
濃密が増 えて行 くに したがっ て不純物原子の電子状態 が変化する ことも考慮
すべ きで あろ うn
不純物 の濃更の高い複隈 の一例 としてGd の抵抗の温憂変化 を調べ てみる
と ,われわれの結論 とよく符合するようで ある∩
合金 の電気抵抗 高 庇 勲 (静大文理 )
合金の転子配列の空間的なゆ らぎは伝導電 子の散乱 をひき起 し ,したがっ
て電気抵抗の坂因 となる〔 電気抵抗の こJj様 な部分 (JOとす る )の忠.在依存
性をTc 近 くで しらぺる,, その際散乱確率 にあらわれ てくる原子配列 の不規
則性に関係する量をLarldaiの現象論 (Landau,統計物理学 §115)を用
いて評価す る∩ それ故 こゝで行 う計算は ,short ra汀geな fluctuation
の影響が問題にな る場合には余 り妥 当でな く ,散乱 に際 してmomentum
transferが小 さい こと ,したがって叉伝導電 子のFermi球が小 さい こと
が必要であるO
(aj solid solution (例 ,fl-rAs-Te 系 : Parrott,J.Phys.








LOG-P(T-Tc),i- T/Tc,kF は Fermi球の半径 ,d拭格子間隔巾
が 'C 以下では こJ式で.因 子2を4とし ,′i-1を 恒1iとした式七電気接
抗か与 えられる(p-T曲線はTc･で鋭い ピークを持 ち ,それは kFdが小
さい程鏡 くなる〔 又 ピ- クのあやわれる温 奄範 囲は 世 11< tkFd)Zで与
えられ る.,I
伺 -AB5 合金における order-disorderの場合か
例えは kFd-0.4に対 しては Tc･近 くで
JQ/･olニト 2･55(i-1), (Tc以 上 )
- 1.042- 17.9 (トt)I (Tc以 下 )
pi-0･648JOG
が得られる, kFdの値に よってこの式にあらわれ る数因子は多少異 って来
るが ,電気抵抗は 7Tc 近 くでは巨一月に比例 して変化 するn したがって(a)
の場合 よりもp- LTT曲線 の ピー クはゆるやかである,.
(a)の場合 の LO(T)は 亘eGennes,Friedel(I.Phys.Che汀1.Solids
1 日958),7日 が強敵睦金属に対 して与えたもV (例えば彼等 qj(5.8))
と太質 的.,J･-は同 じであるo 尚彼等 刀結果で はJOC/PN-5/(k･Fd)2,
p0-{o(T--) が成立 していてkFが小 さい程 βCは大きくなる∩
合 金で はないが同 じ様な葦ちゆ うに属するもの として強磁性金属の電気抵
抗の'Tc近 くで の塩安依存性の問題が あるot高塩展開を行 なった鰐菜 は前回
-の研究.会 cJ時 に報告 したが (物性研 vol.1,No.1, p.66),高温展開に よ
らず紅 出来るだ けげんみつに計算することを計画中であるo
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